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論文内容の要旨
本論文は組物機械において組成時の糸張力と組物の引張り特性について主として実験により明らか
にしたもので，次の 7 章より構成されている。
第 1 章は既往の研究を総括し，本研究の目的と内容の概略を述べた。
第 2 章は，以下の章で必要な組錘軌道長についての計算および組機と組物組織の関係について述べ
た。
第 3 章は積極給糸時の糸張力を解析し，張力調整について述べた。送出し，巻取り両ローラ間の糸
張力の大きさを解析し，入力張力に変動のあるときの張力調整の 1 方法を提案し，これの評価法とし
て，綾振り，偏心ローラなどについて実験し，実際の場合にも成果が十分出せることを確認した。
第 4 章は組成時の糸張力と組物の抗張力について述べた。普通組機において重錘の上下動による張
力について理論式を導いたが，摩擦による効果が大きいので，これを考慮に入れるとき実験値と合う
傾向を見出した。この張力の変動を小にするために偏平軌道と円板装置を提案し，これを使用して組
物の抗張力を大にすることができたO また生産性の増大をも可能にした。抗張力と破断伸に関して組
成可能範囲を実験により求め，組成による引張り特性の一部をこの章で明らかにした。
第 5 章は円板装置を組機に使用したとき これの諸条件と組物の抗張力との関係について述べた。
実験に先だち円板の半径，高さと組糸長の関係を計算して，組糸長と抗張力の関係を図示し，実験に
より最大の抗張力になるような円板の半径と高さを求めたO
この円板装置を使用すると抗張力の変動係数も小になり，量，質ともに増大向上が可能となり，本
装置の効果のあることが確認できた。
円hu? ?
第 6 章は第 3 の糸のそう入により 3 種の糸が互に交錯している 3 軸布の主として引張特性について
述べた。試料長とつかみ幅の比と，試料の糸方向と布軸方向のなす角度とにより，何種の糸が両端は
持されるかを計算し，この布の荷重一伸率曲線を理論的に導き，また実験を行なって両者を比較した。
2 軸布についても同様に行ない， 3 軸布の方が 2 軸布に比し異方性の少ないことを明らかにした。
第 7 章は本論文の総括である。
論文の審査結果の要旨
組物は組ひもとして，織物，編物とともに現在多量に生産され広く用いられているが，織物，編物
に比べて組物に対する基礎および応用研究は乏しく，従来から経験的に設計，製作が行なわれてきて
いる。しかし，この組物が工業的にパッキング類，ゴムホース耐圧被覆，シールド線などに盛んに使
用されるようになった今日では，その組物製品の性質とそれを製作する組機との関係に対する系統的
研究の必要性が痛感されてきた。
本論文は，現在まで未開拓であったこの分野の研究を行なったもので，大別して次の 5 項目からな
っている。
(1) 組機の設計に対する計算式とその図式化
(2) 積極給糸時の糸張力の解析ならびに調整法
(3) 組成時の糸張力の変動の解析
(4) 組機に円板装置を使用することによる糸張力変動の減少と組物の抗張力の増大
(5) 3 軸布の引張力と伸びに対する理論ならびに実験
以上要するに本論文は，組機の組成時の糸張力と組物の引張り特性との関係について解析を行なう
ことによって，組物の引張り特性の改善ならびに組機の生産性の増大の手法を開発したものであっ
て，工学上ならびに工業上に貢献するところが大きしh よって本論文は博士論文として価値あるも
のと言忍める。
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